
平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ ０ 日

厚 生 労 働 省 職 業 能 力 開 発 局

厚生労働省雇用均等・児童家庭局

公共職業能力開発施設等における吹付けアスベスト等
使用実態調査報告について(フォローアップ）

Ⅰ．趣 旨

標記について、平成２０年９月１１日公表以後の調査の進捗状況につい
て取りまとめたもの。

Ⅱ．報告の結果

１．調査回答施設数

《９月公表》１，４７４施設 → 《今回》２，９２６施設

２．調査回答施設数の状況

《 ９月公表 》 《 今 回 》

調査回答施設数 1,474施設（100%） 2,926施設（100%）

のうち、

（ ） （ ）① 吹付けアスベスト等の場所を有する施設 278施設 18.9% 452施設 15.4%

② ①のうち、措置済み状態にある場所を

（ ） （ ）を有する施設 74施設 5.0% 124施設 4.2%

③ ①のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

（ ） （ ）ばく露のおそれのない場所を有する施設 202施設 13.7% 323施設 11.0%

④ ①のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのある場所を有する施設 ２施設（0.1%） ５施設（0.2%)

⑤ ④のうち、利用者が日常利用する場所

を有する施設 ０施設（0.0%） ３施設（0.1%)

うち 措 置 済 ０施設 ０施設

措置予定 ０施設 ３施設

未 定 ０施設 ０施設

⑥ ④のうち、⑤以外のその他の場所

を有する施設 ２施設（0.1%） ２施設（0.1%)

うち 措 置 済 ０施設 ０施設

措置予定 ２施設 ２施設

未 定 ０施設 ０施設

３．現段階において分析調査中の施設数

《９月公表》１，５４６施設 → 《今回》９１施設



損傷、劣化等によ
る石綿等の粉じん
の飛散により、ばく
露のおそれがない
場所を有する施設

数(③)

損傷、劣化等によ
る石綿等の粉じん
の飛散により、ばく
露のおそれがある
場所を有する施設

数(④)

1,474 1,196 278 74 202 2 1,546
100% 81.1% 18.9% 5.0% 13.7% 0.1%

 <100.0%> <48.8%> <39.6%> <9.2%> <2.4%> <6.7%> <0.1%> <51.2%>

損傷、劣化等によ
る石綿等の粉じん
の飛散により、ばく
露のおそれがない
場所を有する施設

数(③)

損傷、劣化等によ
る石綿等の粉じん
の飛散により、ばく
露のおそれがある
場所を有する施設

数(④)

2,926 2,474 452 124 323 5 91
100% 84.6% 15.4% 4.2% 11.0% 0.2%

<100.0%> <97.0%> <82.0%> <15.0%> <4.1%> <10.7%> <0.1%> <3.0%>

　

○２０年９月公表

○今回

【注記事項】

公共職業能力開発施設等におけるアスベスト等使用実態調査報告
【一覧表】

左記(①)のうち、
措置済状態にあ
る場所を有する

施設数
(②)

左記(①)のうち、措置済状態ではないもの

吹付けアスベスト
(石綿)等がある場
所を有しない施設

数

公共職業能力
開発施設等

3,132

公共職業能力
開発施設等

 全施設数
調査対象
施設数

3,020

 全施設数
調査対象
施設数

回答施設数

吹付けアスベスト
(石綿)等がある
場所を有する施

設数
(①)

左記(①)のうち、
措置済状態にあ
る場所を有する

施設数
(②)

分析調査中の
施設数回答施設数

吹付けアスベスト
(石綿)等がある
場所を有する施

設数
(①)

吹付けアスベスト
(石綿)等がある場
所を有しない施設

数

左記(①)のうち、措置済状態ではないもの

分析調査中の
施設数

 

3,129 3,017

③欄には、①に示すもののうち、吹付けアスベスト(石綿)等の損傷、劣化等による石綿等の粉じんの飛散により、ばく露のおそれがない場所を有
する施設数を記入している。

④欄には、①に示すもののうち、吹付けアスベスト(石綿)等の損傷、劣化等による石綿等の粉じんの飛散により、ばく露のおそれがある場所を有
する施設数を記入している。

「調査対象施設数」とは、各都道府県及び雇用・能力開発機構が把握している平成８年度以前に竣工した施設をいう。

「回答施設数」とは、各都道府県及び雇用・能力開発施設へ調査報告のあった施設のうち、アスベストの使用の有無が判明した施設をいう。

①欄には、吹付けアスベスト等が使用されている場所を有する施設数を記入している。

②欄には、①に示すもののうち、吹付けアスベスト（石綿）等の「除去」、「封じ込め状態」又は「囲い込み状態」等の措置を行った状態（以下「措置
済状態」という。）にある場所を有する施設数を記入している。



施設数 措置予定 未定 施設数 措置予定 未定

211 181 164 135 29 12 14 3 1 1 0 2 2 0 17

197 177 167 143 24 9 15 0 0 0 0 0 0 0 10

421 420 386 315 71 43 26 2 2 2 0 0 0 0 34

198 198 168 141 27 13 14 0 0 0 0 0 0 0 30

2102 2041 2041 1740 301 47 254 0 0 0 0 0 0 0 0

公共職業能力開
発施設等

585 570 570 536 34 29 5 0 0 0 0 0 0 0 0

雇用促進住宅 1517 1471 1471 1204 267 18 249 0 0 0 0 0 0 0 0

3129 3017 2926 2474 452 124 323 5 3 3 0 2 2 0 91

※２　「措置予定」とは、工事中及び具体的な工事日程が決まっている場所を有する施設を計上。（工事日程が決まっているか否かに関わらず、該当箇所の利用を停止し封鎖している場
合は「措置予定」とする。

雇用・能力開発機構

施設区分

都道府県所管公共職業
能力開発施設

認定職業訓練施設

勤労青少年ホーム

④－２その他の場所

分析調査中
の施設数

施設数

左記（①）
のうち、除
去等措置
済状態に
あるもの

②

※１　「措置済状態」とは、除去、封じ込め、囲い込みいずれかの措置を取った場所のみを有する施設を計上。

公共職業能力開発施設におけるアスベスト（石綿）等使用実態調査
【施設別】

全施設数 調査対象施設数 回答施設

アスベスト
（石綿）等
があるも

の
①

左記（①）のうち、措置済状態ではないもの

④－０
施設数

アスベスト
（石綿）等
がないも

の

合計

損傷、劣化等
による石綿等
の粉じんの飛
散により、ば
く露のおそれ
がないもの③

損傷、劣化等による石綿等の粉じんの飛散により、ばく露のおそれがあるもの
④

施設数 施設数

④－１日常利用する場所

施設数

働く婦人の家



施設数 措置予定 未定 施設数 措置予定 未定

北海道 77 77 77 64 13 6 6 1 1 1 0 0 0 0 0

青森県 38 36 33 27 6 4 2 0 0 0 0 0 0 0 3

岩手県 40 35 33 26 7 3 4 0 0 0 0 0 0 0 2

宮城県 29 28 25 21 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 3

秋田県 29 26 26 24 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山形県 22 20 19 12 7 3 4 0 0 0 0 0 0 0 1

福島県 24 24 15 12 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 9

茨城県 39 37 30 25 5 2 3 0 0 0 0 0 0 0 7

栃木県 26 25 23 20 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 2

群馬県 15 13 13 11 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

埼玉県 36 35 32 27 5 2 3 0 0 0 0 0 0 0 3

千葉県 21 21 20 19 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

東京都 16 13 13 11 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

神奈川県 8 7 7 3 4 0 3 1 0 0 0 1 1 0 0

新潟県 34 32 27 24 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 5

富山県 27 27 26 21 5 4 1 0 0 0 0 0 0 0 1

石川県 24 24 18 15 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 6

福井県 16 16 16 12 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

山梨県 23 23 19 15 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

長野県 51 48 41 33 8 5 2 1 1 1 0 0 0 0 7

岐阜県 20 19 17 14 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 2

静岡県 21 20 20 17 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

愛知県 25 25 23 14 9 4 4 1 0 0 0 1 1 0 2

三重県 7 7 7 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

滋賀県 18 16 13 8 5 1 4 0 0 0 0 0 0 0 3

京都府 15 12 12 11 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

大阪府 17 15 9 8 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

兵庫県 17 17 15 10 5 1 4 0 0 0 0 0 0 0 2

奈良県 10 10 10 9 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

和歌山県 8 8 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

鳥取県 7 6 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

島根県 18 18 18 15 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

岡山県 18 18 17 13 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 1

広島県 16 14 11 8 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

山口県 19 18 16 12 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 2

徳島県 11 11 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

香川県 18 18 18 17 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

愛媛県 15 15 12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

高知県 5 4 3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

福岡県 43 42 38 32 6 4 2 0 0 0 0 0 0 0 4

佐賀県 14 14 14 10 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

長崎県 12 10 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

熊本県 23 23 22 21 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

大分県 10 9 8 7 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

宮崎県 19 16 16 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鹿児島県 20 18 16 15 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

沖縄県 6 6 6 4 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1027 976 885 734 151 77 69 5 3 3 0 2 2 0 91

施設数

損傷、劣化等
による石綿等
の粉じんの飛
散により、ば
く露のおそれ
がないもの③

損傷、劣化等による石綿等の粉じんの飛散により、ばく露のおそれがあるもの
④

④－１日常利用する場所
④－０
施設数

施設数

公共職業能力開発施設等における吹付けアスベスト等使用実態調査報告について

【都道府県別】

調査対象施設
数

④－２その他の場所

分析調査中
の施設数

全施設数 回答施設数

アスベスト
（石綿）等
があるも

の
①

左記①の
うち、

措置済状
態にある
もの
②

※都道府県が所管する公共職業能力開発施設等について計上。雇用・能力開発機構所管施設（2,102施設）は除く。

施設数

アスベスト
（石綿）等
がないも

の

施設数

左記①のうち、措置済状態ではないもの
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日常利用する場所
（Ａ）

三笠市勤労青少年ホーム
（北海道）

現在休憩室を閉鎖

勤労青少年ホーム

都道府県所管公共職
業能力開発施設

岡崎高等技術専門校（愛知県）
旧寄宿舎を閉鎖、立入禁
止とし警備員等により定期
的に巡回を行っている。

広尾町勤労青少年ホーム
（北海道）

平成21年６月までに除去
予定

施設区分

措置済
措置予
定

公共職業能力開発施設等における吹付けアスベスト（石綿）等使用状況調査票
【ばく露のおそれのある場所を有する施設】

施設名

具体的な対応状況

その他の場所
（Ｂ）

措置状況ばく露のおそれのある場所

未定

長野技術専門校（長野県）

産業技術短期大学校（神奈川
県）

プール附属建屋（ホール、
男女シャワー室、男女ロッ
カー室）を閉鎖

平成21年度措置予定
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